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　日本人は 3大主食として、2人以上の世帯当たり年間 86 kg の米、45 kg のパン、およ




量の少ない地域に強く偏在している。異常気象の多発により、2010 年には 10 ヶ国以上が
小麦の輸出を制限するなど、世界の小麦の生産は不安定化している。一方、消費の面では、
新興国における富裕層人口の増加に伴って、今後も大きく増加することが見込まれている。






























































究・開発・設備）を、前年度比 3.3% 増となる 1,491 億ドルとしていることに表れている。
予算配分を見ると、基礎・応用研究を重視する傾向がうかがえるほか、教育も重視され、

























　米国 National Jewish Health を中心とする研究





MUC5B 蛋白質が IPF 患者の肺組織で過剰に産生
されていることを確認し、MUC5B 蛋白質が IPF 
の発症・進展に関与している可能性を示した2）。




FIP 患者 83 例、IPF 患者 492 例および健常対照者 
322 例について、候補領域の遺伝子多型と頻度を解
析した。見つかった 19 個の SNP のうち、MUC5B
遺伝子の転写開始点から 3 キロベース上流に位置
する SNP は、危険対立遺伝子の頻度が、健常対照
者では 9% であるのに対し、FIP では 34%、IPF で
は 38% であり、両疾患と最も強い連鎖が認められ
た。危険対立遺伝子を 1 つ持っている場合と 2 つ
持っている場合の発症リスクは、それぞれ FIP で









的に解析した結果、IPF 患者の病変部位で MUC5B 
蛋白質が多量に分泌されていることが明らかとな











されており、治療法は確立されていない。米国 National Jewish Health を中心とする研究グループは、 
IPF および FIP の疾患感受性遺伝子を解析し、粘液蛋白質の遺伝子である MUC5B 遺伝子の発現調節領
域に、両疾患の発症リスクを 7〜22 倍に高める一塩基多型（SNP）を見出した。さらに、MUC5B 蛋白




1）　Genetic Discovery Offers New Hope in Fight Against Deadly Pulmonary Fibrosis, National Jewish Health, 
Newsroom, April 20, 2011
2）　Seibold, M.A. et al., A Common MUC5B Promoter Polymorphism and Pulmonary Fibrosis. New Engl. J. Med. 364, 
1503-1512（2011）
3）　Boucher, R. C., Idiopathic Pulmonary Fibrosis – A Sticky Business. New Engl. J. Med. 364, 1560-1561（2011）
トピックス1 特発性肺線維症の疾患感受性因子の同定
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トピックス2 第11次 5ヶ年計画で大きく進展した中国の国家グリッド
　中国の温家宝首相は、2011 年 3 月 14 日、第 11








以降、中国の 5 ヶ年計画に HPC 関連の研究計画






























　2011 年 3 月 14 日の中国の第 11 期全国人民代表大会で、第 11 期 5 ヶ年計画（2006 年—2010 年）
の活動報告が行われ、スーパーコンピュータなど先端科学技術に大きな進展があったと紹介された。
主な研究対象は、ペタ FLOPS スーパーコンピュータ（HPC システム）開発、グリッドサービス環
境の構築、HPC システムとグリッドに対するアプリケーションソフトウェア開発であった。CNGrid
（China National Grid）と呼ばれるグリッドには、11 サイトが属し、リソースの合計は性能で 430 テ
ラ FLOPS 以上、記憶容量は 2200 テラバイトである。CNGrid は、700 以上のプロジェクトで使用さ
れ、ユーザ数は 1,400 以上となっている。今後、3 つのペタ FLOPS 性能の HPC システムのサイト
も加わる予定である。
参　考
1）　The Path to Petascale Computing in China（Xue-bin Chi Super Computing Center, CNIC, CAS）
2）　R&D on HPC and Grid in China’s High-tech Program（Depei Qian, Beihang University）



















3）　科学技術動向 2006 年 5 月号トピックス
4）　（社）日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）：http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2011/20110415-01.html
　世界標準時の 2011 年 6 月 8 日の 0 時から 24 時間
















　現在主流の IPv4 は、パケットのヘッダー部に 32
ビットのアドレス空間を持ち（図表 2 参照）、識別可
能なコンピュータの数は最大で 2 の 32 乗（約 43 億）
である。最近のモバイル機器の急増や新興国のイン
ターネット人口の増加によって IPv4 アドレスは世
界的に枯渇しており3）、日本では、2011 年 4 月 15 日
に、IPv4 アドレスの新規割り振りを終了した4）。
　これに対して、IPv6 は、128 ビットのアドレスを











で Web サイトが見られなかった、OS 環境との組み
合わせによっては一部のメールソフトでメール受信
ができなかった、などの少数の例が報告された。また、









トピックス3 世界一斉のトライアル「World IPv6 Day」
　世界標準時の 2011 年 6 月 8 日 0 時から 24 時間、非営利の国際組織 Internet Society（ISOC）の主導
により、世界中のインターネット企業、研究所、大学など 433 団体が公式参加して、IPv6 運用トライ
アル「World IPv6 Day」が行われた。IPv6 導入時の問題点を業界全体でチェックすることを目的とし、
世界の主要な Web サイトは、コンテンツを IPv4 と IPv6 の両方のインターネットプロトコルで提供し
た。いくつかの障害例が報告されたものの、大きな混乱もなく無事終了した。日本からも 23 団体が参
加し、総務省のサイトを含めて 67 ドメインが IPv6 対応済みサイトとして登録された。一般のユーザー
は、基本ソフトウエアやドライバーソフトを最新に保つだけで、将来の IPv6 化に備えることができる。
図表 1　Web サイトの Pv4/IPv6 デュアルスタック
図表 2　IPv4 と IPv6 のパケットの違い
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　国連の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）



























たCO2 換算で 450 ppmで安定化させるためには、










































2）　V. K. Arora et al., “Carbon emission limits required to satisfy future representative concentration pathways of 
greenhouse gases”, Geophysical Research Letters, vol.38, L05805, 6PP., 2011
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トピックス5 半導体プロセスイノベーション「ミニマルファブ」の構築
　半導体産業は、ユーザーニーズの多様化による多品種少量あるいは変種変量生産への対応の必要性
から、生産性の面で、半導体プロセス工場（ファブ）の革新が求められている。2011 年 4 月、（独）
産業技術総合研究所はミニマルシステムグループを発足させ、プロセスおよび装置開発を本格的に始
動させた。同研究所を中心とする産学官 51 機関の委員で構成するファブシステム研究会が、クリー


















を不要とし、各種プロセス用の装置幅を 30 cm 程
度と省スペースのプロセスラインである「ミニマ
ルファブ」構想を提案した（図表 1）1）。これを踏
まえ、同研究所では、2011 年 4 月に、ミニマルシ
ステムグループを発足させた。同研究所のメンバー
と研究会の参画企業は共同で、各プロセス全ての






















所レポート、2008 年 11 月 25 日
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ようとしている。宇宙開発予算は 2008 年度の 20




























































参　考　1）　2011 年 4 月 13 日付 Interfax　Russia May Start Removing Proton Rockets From Service In 2013
　　　　2）　2011 年 5 月 23 日付 Interfax　Tender for Vostochny Spaceport Infrastructure Announced
　　　　3）　2011 年 4 月 21 日付 Interfax-AVN　Russia Plans Six Test Flights For New Spaceship
11Science & Technology Trends  July・August  2011
高品質な国産小麦の研究開発動向













査によると、2007 年から 2009 年
までの平均で、日本人は 2 人以上
の世帯当たり年間約 86 kg の米、
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は、2008 年から 2020 年までの 12




























































































































かな上昇基調となると予想されている。ただし、2011 年 1 月 14 日に観測された値は、すでにこ
の予測値を大きく上回っており、見通しが甘いとの見方もある。
































































急上昇し、2007 年 10 月には 10％、
2008 年 4 月には 30％も値上げさ
れた。農林水産省は、引き続き小
麦の国際価格が高騰していること




















































基本法」第 2 条第 2 項および第 4 項
では、食料安全保障について、そ
れぞれ次のように規定されている。












































































なお、2007 年 4 月以降は、5 銘柄平均の政府売渡価格であり、価格改定が年 2 回行われている。














































































































































は分子量が 2 万 5 千から 4 万 6 千
の間にある 3 種類と、分子量が 4


























































































































































































































































































































































































5）　U.S. Department of Agriculture「Grain: World markets and trade」（2010）
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small RNA⩄
small interfering RNA (siRNA)
micro RNA (miRNA)
PIWI interacting RNA (piRNA)   
repeat asociated small interfering RNA (rasiRNA)
small nuclear RNA (snRNA)





















































す2）、いわゆる RNA 干渉（RNA 
interference：RNAi）分子である。
代表的な RNAi 分子である small 
interfering RNA（siRNA） が 人
注1　次世代型高速シーケンサー：2006 年ころから登場した網羅的解析可能の遺伝子解析装置。開発時の「次世
代」がそのまま呼称となった。現在開発が進む第 3 世代の装置は「次次世代」と呼ばれる。第 1 世代シー
ケンサーの 300 〜 1000 倍の配列決定能力をもつ。
図表 1　small RNA の分子ファミリー
1 はじめに




　最 初 の miRNA は 1993 年 に 発





































Fire と Mello の両氏にはノーベ
ル賞が授与された。
　miRNA が注目され始めたのは、
siRNA に 遅 れ る こ と 数 年、Lee























る。2010 年には RNAi 全体の論
文数に迫る勢いとなっている（図















注2　セントラルドグマ：遺伝情報は DNA から RNA を介し、タンパク質へと流れるとする遺伝情報の伝達・発
現に関する分子生物学の一般原理。1958 年に F. クリックが提唱。現在では RNA から DNA への逆転写や
スプライシングなどの段階が見つかったことからこの概念は修正されている。










































































































































miRNA は 平 均 200 個 の mRNA
を標的にしていると試算されてい








（2011 年 5 月末現在）の miRNA
が登録されている。このうちヒト
miRNA は 1,424 個である。以前
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miRNA を補充する方法、の 2 つ
に大別される。





























評 の あ る Alnylam 社 と ISIS 社
も、miRNA 創 薬 に 特 化 し た 合
弁 会 社 Regulus Therapeutics 社
（米国カリフォルニア州）を興し、
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治療薬（Mirna 社）や miR–34 に
よる肝がん治療薬（Regulus 社）
の開発が進んでいる（図表 7）。
















































200 個程度の miRNA しか同定さ
れていなかった 2005 年ころ、す
でに血液がんの分類では、20,000







し て は、 イ ス ラ エ ル の Rosetta 















































































































の Exosome Diagnostics Inc. では




血液、唾液、尿などから検出される exosome 内には 200〜300 種類の
miRNA が存在する。
提供：落谷孝広博士（（独）国立がん研究センター）
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　2011 年 5 月 5〜6 日、ワシント
ン DC にて全米科学振興協会（The 





















月 14 日、米国連邦政府の 2011 会
























積国債は対 GDP 比で OECD 諸国





度（2009 年 10 月〜2010 年 9 月）
の財政赤字が約 1 兆 5,560 億ドル
（GDP 比 10.6%）であり、2009 年
度（2008 年 10 月〜2009 年 9 月）の
1 兆 4,130 億 ド ル（GDP 比 9.9%）
1 はじめに
2 オバマ大統領の科学技術政策—J. Holdren 氏（大統領科学技術補佐官）による基調講演より




































ブ3）が 3 つから 6 つへ倍増された
こと、新しい国家海洋政策（大統










































　2011 年 2 月に公表された、2012
会計年度（2011 年 10 月〜2012 年
9 月）の大統領予算教書によると、









国防研究が 823 億ドル（0.2% 増）
の要求であるのに対し、非国防研
究は 668 億ドル（7.3% 増）であ
る。また、研究予算（基礎・応用
研究）は 669 億ドル（10.5% 増）
が要求され、そのうち基礎研究は
326 億ドル（11.1% 増）、応用研究












（DOE）が 130 億ドル（22.1% 増）
要求されている。うち、エネルギー

























































ては、2010 会計年度（2009 年 10
月〜2010 年 9 月）の財政赤字が約
1 兆 6,000 億ドル（GDP 比 10.6%）
であり、2009 年度（2008 年 10 月〜
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